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問　

秩
父
の
発
展
に
は
雇
用
の
促
進
が
重
要
だ
が
、
そ
の
一
方

で
７
割
の
子
ど
も
が
都
会
へ
流
出
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

秩
父
の
優
れ
た
企
業
を
知
ら
な
い
子
も
多
い
と
考
え
る
。

問　

医
学
生
へ
の
奨
学
金
は
10
年
以
上
先
に
効
果
が
出
る
。
で

は
緊
急
の
医
師
不
足
へ
の
対
応
は
。

答　

県
や
連
携
大
学
へ
の
派
遣
依
頼
を
重
ね
て
い
く
。

問　

今
回
補
助
対
象
と
な
っ
た
妊
婦
エ
コ
ー
検
査
で
施
行
医
と

の
協
議
は
行
っ
た
か
。

答　

医
師
会
の
み
説
明
し
た
。
施
行
医
に
説
明
は
し
て
い
な
い
。

問　

財
政
上
の
合
併
効
果
は
。

答　

歳
出
減
と
特
例
債
に
よ
る
歳
入
効
果
な
ど
数
々
あ
っ
た
。

問　

合
併
協
定
の
大
滝
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
診
療
所
は
。

答　

新
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業

は
対
象
外
で
あ
る
が
今
後
は
研
究
す
る
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
平
成
15
年
議
会
で
３
百
人
の
雇
用
が

生
ま
れ
南
洋
植
物
の
栽
培
が
出
来
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
が
、

５
人
の
雇
用
し
か
生
ま
れ

て
い
な
い
現
状
に
対
し
て

は
。

答　

見
学
者
へ
の
対
応
な

ど
働
く
機
会
の
創
出
に
な

っ
た
。

◎
退
任
さ
れ
る
市
立
病
院

院
長
の
考
え
る
今
後
の
地

域
医
療
は

◎
セ
メ
ン
ト
跡
地
の
利
用

計
画

問
は
了
承
見
込
み
」
と
さ
れ
、
既
に
印
刷
さ
れ
、
印
刷
会

社
か
ら
発
送
さ
れ
る
時
、
市
報
に
公
告
を
知
ら
な
い
秩
父

市
公
有
財
産
審
議
会
委
員
も
高
額
な
の
で
、
審
議
未
了
。

こ
れ
が
信
頼
の
置
け
る
公
共
機
関
の
や
る
事
か
。
市
報
に

空
公
告
を
掲
載
す
る
。
未
だ
何

の
弁
明
を
し
な
い
。
こ
れ
は
市

議
会
議
員
髙
野
安
之
及
び
市
民

を
大
変
愚
弄
し
た
手
法
で
、
無

責
任
な
こ
と
。
今
後
の
分
譲
予

定
は
。
審
議
会
の
存
在
に
対
す

る
考
え
方
は
。

答　

今
後
の
議
会
の
検
討
を
待

ち
対
応
す
る
。
審
議
会
答
申
と

一
月
号
の
相
違
は
、
事
務
手
続

き
の
不
手
際
、
深
く
詫
び
る
。

問　

大
輪
分
譲
地
公
告
記
事
に
つ
い
て
、
市
報
へ
の
公
告

記
事
は
結
果
的
に
「
空
公
告
」
と
成
り
、
虚
偽
の
内
容
公

告
だ
っ
た
。

　

大
輪
分
譲
地
造
成
、
販
売
と
、「
空
公
告
」
が
秩
父
市

政
に
取
っ
て
無
視
し
て
通
れ
な
い
大
変
重
大
な
問
題
で
有

る
と
捕
ら
え
る
。
前
議
会
質
問
で
、「
造
成
に
は
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
10
万
８
，
０
４
９
円
掛
か
っ
て
い
る
、

分
譲
の
見
通
し
は
。」と
質
す
。
が
そ
の
時
の
答
弁
は
、「
今

年
度
（
19
年
度
）
内
に
宅
地
分
譲
と
し
て
販
売
予
定
」
と

答
え
た
だ
け
。
余
り
に
も
議
員
の
発
言
を
軽
く
見
て
、
そ

の
場
逃
れ
の
答
弁
を
し
て
居
る
。

　

12
月
25
日
こ
の
件
の
問
題
で
「
秩
父
市
公
有
財
産
審
議

会
」
は
諮
問
を
受
け
た
。
諮
問
を
受
け
た
時
に
は
、「
諮

施
政
方
針
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
の
検
証
に
つ
い
て

久　

喜　

邦　

康

髙　

野　

安　

之

答　

宅
地
造
成
の
総
事
業
費
は
１
２
４
，
７
８
６
，
６
７

５
円
で
、
こ
れ
を
総
面
積
２
，
９
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で

割
っ
て
算
出
し
た
。
大
滝
村
議
会
で
は
、
販
売
計
画
、
分

譲
価
格
に
つ
い
て
の
審
議
、
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

問　

事
故
の
概
要
と
現
況
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

貸
車
20
両
の
ブ
レ
ー
キ
が

利
か
ず
、
引
込
み
線
の
車
止
め

を
突
破
し
、
機
関
車
と
貸
車
５

両
が
脱
線
し
た
。
近
日
中
に
復

旧
工
事
開
始
の
予
定
で
あ
り
、

地
域
関
係
者
に
対
す
る
補
償
に

つ
い
て
も
早
急
に
進
め
る
旨
鉄

道
会
社
の
回
答
を
得
て
い
る
。

問　

大
型
店
の
進
出
が
噂
さ
れ
て
い
る
が
現
状
は
、
ま
た

大
型
店
の
進
出
・
撤
退
時
に
は
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

土
地
管
理
会
社
名
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
が
店
舗
等
建

設
関
係
の
具
体
的
情
報
は
把
握
し
て
い
な
い
。
大
型
店
に

つ
い
て
は
、
市
の
条
例
や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、

地
域
貢
献
要
請
や
撤
退
時
の
協
議
、
早
期
情
報
提
供
な
ど

の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問　

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
２
，
０
０
０
円
の
積
算

根
拠
は
、
ま
た
分
譲
価
格
や
販
売
計
画
に
つ
い
て
、
大
滝

村
議
会
で
は
ど
の
よ
う
な
審
議
が
さ
れ
た
の
か
。

市
報
へ
「
空
公
告
」
の
掲
載

斎　

藤　

捷　

栄

旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一
工
場
跡
地
の
再
開
発
に
つ
い
て

◎
は
、
他
に
質
問
さ
れ
た
項
目
で
す
。

影
森
地
内
に
お
け
る
秩
父
鉄
道
事
故
に
つ
い
て

大
滝
・
大
輪
地
内
の
分
譲
宅
地
に
つ
い
て

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ いっぱんしつもん  いっぱんしつもん ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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問　

18
年
度
の
埼
玉
県
の
不
登
校
率
が
悪
化
し
、
全
国
平
均
を

上
回
っ
た
と
新
聞
発
表
さ
れ
た
。
中
学
校
で
多
い
と
言
わ
れ
て

き
た
秩
父
市
の
不
登
校
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

16
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
中
。
今
後
は
予
防
対
応
を
推
進
。

問　

共
働
き
家
庭
の
保
護
者
か
ら
要
望
の
強
い
病
中
病
後
児
保

育
施
設
の
早
期
設
置
は
。

答　

予
定
し
た
施
設
の
改
修
が
財
政
面
で
困
難
と
な
っ
た
。
当

面
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
充
実
で
対
応
。

問　

誘
致
が
完
了
し
た
み
ど

り
が
丘
工
業
団
地
に
代
わ
り
、

新
た
な
企
業
誘
致
の
数
値
目

標
と
な
る
場
所
の
確
保
が
必

要
。

答　

吉
田
地
区
な
ど
に
ミ
ニ

工
業
団
地
の
整
備
を
検
討
中
。

問　

雇
用
対
策
の
一
環
と
し

て
、
通
勤
利
便
性
の
向
上
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
西
武

秩
父
線
の
乗
り
換
え
解
消
や
最
終
電
車
の
増
発
、
ま
た
皆
野
寄

居
有
料
道
路
料
金
を
通
勤
時
間
帯
に
引
き
下
げ
る
な
ど
の
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

答　

ね
ば
り
強
く
西
武
鉄
道
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

所
得
税
や
市
県
民
税
の
減
額
に
つ
な
が
る
、
介
護
認
定
者

の
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
案
内
や
内
容
の
充
実
は
。

答　

新
た
な
周
知
方
法
を
検
討
し
、
利
用
促
進
に
努
め
る
。

子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

金　

崎　

昌　

之

◎
は
、
他
に
質
問
さ
れ
た
項
目
で
す
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ いっぱんしつもん  いっぱんしつもん ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

問　

行
政
評
価
の
本
格
導
入
に
向
け
具
体
的
な
行
動
と
、

業
務
の
棚
卸
の
実
施
状
況
、
お
よ
び
行
政
評
価
シ
ー
ト
の

見
直
し
調
書
の
予
算
へ
の
活
用
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

新
年
度
予
算
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
予
算
を
計

上
し
た
。
導
入
に
向
け
、
関
西
学
院
大
学
の
専
門
職
大
学

院
の
経
営
戦
略
研
究
科
と
協
議
に
入
り
た
い
。
業
務
の
棚

卸
は
新
年
度
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

見
直
し
調
書
の
予
算
へ
の
活
用
は
、
財
源
の
効
果
的
配
分

に
重
き
を
置
き
た
い
。

問　

競
争
原
理
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

答　

再
募
集
の
場
合
十
分
検
討
し
て
、
市
民
の
理
解
を
得

る
よ
う
に
し
た
い
。

問　

財
政
健
全
化
を
目

指
し
、
職
員
の
意
識
改

革
を
図
り
、
財
政
状
況

を
徹
底
的
に
見
直
す
と

の
方
針
を
昨
年
に
引
き

続
き
示
し
て
い
る
が
、

「
言
葉
だ
け
で
は
な
い
」

具
体
的
行
動
と
し
て
示

す
こ
と
が
必
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

答　

部
課
長
会
議
等
で
改
革
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
を
し

て
い
る
が
、
今
後
も
さ
ら
に
改
革
し
て
い
く
。

中　

村　

義　

一

人
一
人
の
学
習
定
着
度
に
応
じ
た
習
熟
度
別
学
習
形
態
を

工
夫
す
る
。

問　

秩
父
市
で
の
団
塊
世
代
教
員
退
職
者
の
推
移
は
。

答　

今
年
度
10
人
、
20
年
度
17
人
、
21
年
度
17
人
。

問　

教
育
に
情
熱
を
燃
や
す
民
間
人
か
ら
の
教
員
採
用
は
。

答　

教
員
免
許
が
必
要
。
校
長
は
免
許
無
し
で
も
可
。
専

門
知
識
・
技
能
を
持
つ
人
に
は
特
別
免
許
交
付
後
採
用
可
。

問　

旧
東
高
校
の
廃
校
教
室

を
利
用
し
た
常
設
「
秩
父
科

学
実
験
室
」
の
設
置
と
こ
れ

を
利
用
し
た
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
年
間
を
通
じ
た
理
科

実
験
教
室
の
開
催
、
教
員
の

理
科
再
教
育
。

答　

校
舎
は
県
所
有
。
市
長

が
県
に
直
接
交
渉
す
る
。

問　

①
薪
ス
ト
ー
ブ
、
②
温
水
器
、
③
太
陽
光
発
電
、
④

廃
食
油
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
、
⑤
バ
イ
オ
マ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
施
設
等
の

利
用
促
進
支
援
は
。

答　

①
②
③
の
支
援
は
重
要
、
検
討
し
た
い
。
④
は
現
在

市
で
実
施
し
て
い
る
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
へ
も
供
給
拡

大
し
た
い
。
⑤
を
地
域
分
散
型
方
式
と
大
型
セ
ン
タ
ー
方

式
の
両
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
、
①
市
と
し

て
の
取
り
組
み
、
②
各
学
校
の
取
り
組
み
は
。

答　

①
き
め
細
か
な
指
導
の
た
め
に
学
校
補
助
員
を
今
年

度
70
名
、
来
年
度
77
名
の
予
算
計
上
を
行
う
。
②
生
徒
一

財
政
健
全
化
は
職
員
の
意
識
改
革
で

新　

井　

重
一
郎

秩
父
市
と
し
て
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

秩
父
市
の
教
育
内
容
の
改
善
、
教
員
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

行
政
評
価
制
度
の
本
格
導
入
に
つ
い
て

職場の風景

皆野寄居有料道路

旧秩父東高校


